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This report deals with the properties of the bottom soil of the Ariake Sea and the con-
dition of its accumulation. This is a part of the research work which has been conducted 
since the 1974 fisca1 year for the fundamenta1 study on the utilization of the Ariake Sea. 
The 48 samp1ing points are 10cated at the shallow area of the Ariake Sea where the year1y 
growth of the tidal land is remarkab1e. The following results were obtained from the 
investigation. 1) The specific gravity of the bottom soil was relatively large (2.64-2.83) 
at th巴0部horeof the Hayatsue river and became smaller toward that of the Hattae river 
and the Rokkaku river二 Havingthe minimum value (2.58) at the 0品horeof the Rokka1王u
river， itbecomes larger (2.60-2.69) toward the 0品horeof the Fukudomi Kantaku (sea 
reclamation work) and the Ariake Kantaku. 2) The sand cont巴ntof the bottom soil was 
maximum at the 0品horeof the Hayatsue river and decreased toward that of the Rokkaku 
nverヲandincreased toward the w巴st，being minimum at the gut of the Rokkaku river. 
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図一3 土粒子の等比重線 図-4 砂分の等合有率線(銘)
2. 粒皮
供試土に対してフノレイ分けと比主計による校度分析を行宏った. この結果，会試料共に粒子の
;設大粒径は 2.0mm以下である. これより，粒径2.0-0. 074mmを砂分， 0.074-0. 005mmをシ






図-5 枚土分の等合有率線(%) 図-6 シノレト分の等合有E存続t(96) 
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試験bよび粒度分析を行ない，表時二tのこI::tl:の夜i的な変化をある程度犯揺することができた.さ
らに潟土の堆積量調i!tを継続して行てどうことによって，局所的ではあるが堆積の実態を昆.的に求
めることが可能となろう. しかし今後さらにこのような研究を推進していくためには，潟土の
発生起源を探るための粘土鉱物の分析，潟土の堆積i3:測定の高精度化，潮流による浮泥の巡動，
潟水中の微弱fl粒子(コロイ F) と海水の物理化学的相互作用，などの問題を解決していくことが
必要となろう.
摘 要
本:報告は，昭和49年度以来行なっている有明海の高度利用に関する誠奈研究のうち，海底土の
土1~;};、よび域磁状況についての結果をとりまとめたものである.調3ff地点 (48地点)は，有明海
浅海域で，年|習の干潟9ei主が特に悲しい純聞に位置している. この結果次のようなことが明らか
となった.
1) 土牧子比重は2.54-2.83とITHiJよく分布している. このうち筑後)1河口沖で最も大きく2.64
-2.83である. しかし六角川沖ではかなり小さい似を示す. さらに有rlfJ干拓沖では再び大きく
(2.60-2.69)なる.
2) 土の校皮をその粒子の粒径によって，砂分， シノレト分J:;i、よび粘土分に分類しそれぞれ百
分It，iを求め，これらの分布状況を考察すると，砂分は筑後川から多量に流入しその河口沖に堆
積している.一方，八泊江沖から六角川i対Iでは，微細な粘土分が多く存在し六角川下流域とほ
ぼ同様の粒皮組成である.また，中粒径のジノレト分は海岸と沖合の中間や河)1と河川!の中聞に多
く分布する.
3) 海底土の最大年照土佐は 55cmであった.
